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研究の歩み 

私は鹿児島大学農学部に，1995 年 7 月に講師として大学で働き始め，2022 年 3 月に大学教授とし

て教育研究生活が終わろうとしています。1990 年に山口大学大学院で修士課程修了後，1993 年に鳥取

大学大学院連合農学研究科で博士号を取得し，その後は 2 年半の間，三重県の企業研究所で研究主任

として勤務を経て，1995 年に鹿児島大学で教員として約 27 年を過ごし，研究者として約 32 年になり

ます。  

私は鹿大農学部で研究生活をスタートし，「いくつかの食品タンパク質の生理機能の解明」，「食品タ

ンパク質からの治療ペプチドの開発」，「食品タンパク質を使用したドラッグデリバリーシステムの開

発」などのプロジェクトに取り組みました。「食品タンパク質を利用した薬物送達システムの開発」，

「食品タンパク質からの治療用ペプチドの開発」，「リゾチームとオボトランスフェリンの生理機能の

謎を解き明かす」などのプロジェクトでの成果と成功は，私が最も誇りに思っていることです。そし

て，農学部が私に与えてくれた機会に感謝しています。また，2000 年 3 月～2001 年 3 月の 1 年間，ア

メリカのカリフォルニア工科大学（California Polytechnic State University）の抗菌薬研究センターで新

規抗菌ペプチドの研究を発展させる幸運に恵まれました。  

まず取り組んだのは，卵白リゾチームの抗菌スペクトルを拡大するため，疎水性アミノ酸から成る

ペプチドをリゾチームの C 端側に付けたタンパク質を遺伝子工学的に酵母で発現させ，発現したタン

パク質がグラム陽性菌だけでなくグラム陰性菌にも抗菌性を示すことを明らかにしました。また，リ

ゾチームを部分変性させると，表面疎水性が増大してグラム陰性菌に対しても抗菌性を示すようにな

ることを見出し，その抗菌機構を明らかにしました。さらに，乳児の胃のアスパラギン酸プロテアー

ゼがリゾチームの 4 つのループを開裂し，α ドメインと β ドメインに切断することによって様々な抗

菌性ペプチドが含まれていることを明らかにしました。これらの研究により新生児の胃では消化によ

り抗菌性が発現することを解明し，これらの殺菌ペプチドはマクロファージの炎症性サイトカインの

生産を抑制し，特異的抗炎症作用を示すことも明らかにしました。リゾチームの抗菌及び抗炎症作用

の新しい機構を解明し，さらにリゾチームの実用面での利用を拡大させたものとして新たな発見は新

規医薬品・機能性食品ペプチドの開発に繋がることで国際的にも高く評価されています。  

その後，卵白タンパクの主要成分であるオボトランスフェリンは，鉄結合性タンパクであるが，筆

者らは，オボトランスフェリンの N ローブ中に，新たな殺菌性ペプチド断片を発見しました。このペ
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プチドは，昆虫の抗菌性ペプチドであるディフェンシンと相同性を示す配列が見出され，この殺菌ペ

プチドが細菌の細胞壁に損傷を与えることにより抗菌性を示すことを明らかにしました。また，酸化

還元過程（酸化還元スイッチと呼ばれる）でオボトランスフェリンが特徴的な 4 つのトリペプチド領

域で自己開裂し，抗酸化タンパク質として，スーパーオキシドジスムターゼ活性のようなスーパーオ

キシド除去活性を持つことが明らかにしました。さらに，還元状態で自己開裂させたオボトランスフ

ェリンのペプチドは大腸がんや乳がん細胞に対する特異的抗がん作用を示すことも明らかにしました。

これらの研究は，オボトランスフェリンの様々な新しい生理機能を解明し，さらにオボトランスフェ

リンのペプチドの実用面での高度利用が期待できます。  

また，抗生物質を細菌の細胞内の標的部位に特異的に運搬するために，担体として卵白リゾチーム

及びオボトランスフェリンを用いた新たなドラッグ・デリバリー・システム（DDS）の探究を行いま

した。この新たな DDS では，水に難溶性の抗生物質をリゾチーム及びオボトランスフェリンとの結合

により水に完全に溶解することで，強力な抗菌活性及び抗がん作用が著しく増加しました。  

また，ヤギ乳及びラクダ乳のタンパク質が人の胃の消化によって様々な抗酸化作用，降圧作用及び

抗がん作用を持つ機能性ペプチドが生じることを明らかにしました。これらの機能性ペプチドには，

生活習慣病の予防など，様々な健康効果があることが解明されました。  

これらの研究をまとめると，卵タンパク質及びミルクタンパク質の様々な新しい生理機能を解明し，

さらにタンパク質のペプチドの実用面での利用の可能性を示したものとして国際的にも高く評価され

ています。このように，私の研究は，様々な新しい生理機能を解明し，さらに機能性ペプチド及び有

用な特定の薬物標的化システムに焦点を当てています。  新しいバイオテクノロジーが発達した現代

において，これらの研究成果は，機能性食品や医薬品開発に熱心に取り組んでいる世界中の研究者の

目に留まりました。鹿児島大学で 27 年間働いたことで，多くの研究成果が創出され，我が国の競争力

の向上に有効に活用されることになりますが，多くの方に出会い，教えて頂き，学ばせて頂いた幸せ

な研究生活であったことに感謝しています。  
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